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器小皿である。復元口径 9.2 ㎝、器高 1.2 ㎝、底径 7.2 ㎝を測る。胎土中には石英、角閃石、白色粒

子、橙色粒子、金雲母を含んでいる。底部には回転糸切り離し痕が明瞭に残る。010は歪んでおり詳

細は不明であり口縁部形態についてもａ類かｂ類かの判断もできない。淡橙褐色を呈し、胎土中には

角閃石、白色粒子、橙色粒子を含んでいる。011は復元口径 7.9 ㎝、器高 1.1 ㎝、底径 6.0 ㎝を測る

土師器小皿である。口縁部の形態は a 類に属する。012は口縁部形態が a 類とｂ類の中間的な様相を

示している土師器小皿であり、復元口径 9.5 ㎝、器高 0.9 ㎝、底径 7.8 ㎝を測る。内外面とも淡黄褐

色を呈している。013は a 類口縁部形態をもつ土師器小皿であり、内外面とも淡橙褐色を呈している。

復元口径 7.6 ㎝、器高 1.3 ㎝、底径 5.8 ㎝を測る。014はｂ類の口縁部形態を有する土師器小皿であ

る。復元口径 7.8 ㎝、器高 1.1 ㎝、底系 6.8 ㎝を測る。淡橙褐色を呈し、胎土中には角閃石、白色粒

子、橙色粒子を認めることができる。015は a 類の口縁部形態を有する土師器小皿であり、復元口径 8.4

㎝、器高 1.1 ㎝、底径 6.4 ㎝を測る。胎土中には橙色粒子の他、金雲母を内包する。内外面とも淡橙

褐色を呈している。016は口縁部形態ｂ類の土師器小皿である。復元口径 8.6 ㎝、器高 1.1 ㎝、底径 7.8

㎝を測る。淡橙褐色を呈している。017は a 類とｂ類の中間的な口縁部形態を有する土師器小皿であ

る。淡橙褐色を呈し、胎土中には角閃石、白色粒子、橙色粒子を含んでいる。復元口径 8.6 ㎝、器高 1.0

～ 1.4 ㎝、復元底径 6.8 ㎝を測る。018は a 類の口縁部形態をもつ土師器小皿である。外面・淡橙褐色、

内面・淡黄褐色～淡橙褐色を呈する。復元口径 9.0 ㎝、器高 0.9 ㎝、底径 6.7 ㎝を測る。019は a 類、

ｂ類の中間的な口縁部形態を有する土師器小皿である。外面・淡橙褐色、内面・淡黄褐色～淡橙褐色

を呈し、角閃石、白色粒子、橙色粒子、金雲母を胎土中に内包している。復元口径 9.0 ㎝、器高 1.3 ㎝、

底径 7.4 ㎝を測る。器面はナデにより調整される。020は口縁部形態ｂ類の土師器小皿であり、口径

9.0 ㎝、器高 1.0 ～ 1.2 ㎝、底径 7.3 ㎝を測る。淡黄褐色を呈している。021は a 類であり、口径 8.4

㎝、器高 1.3 ㎝、底径 6.8 ㎝を測る。内外面とも淡橙褐色を呈している。022は内外面とも淡橙褐色

を呈する土師器小皿である。口径 8.7 ㎝、器高 1.2 ㎝、底径 7.4 ㎝を測る。底部には回転糸切り離し

痕を明瞭に残し、胎土中には角閃石、白色粒子、橙色粒子を含んでいる。器面の調整はナデによる。

023は a 類に属する口縁部形態を有する土師器小皿である。口径 8.6 ㎝、器高 1.1 ㎝、底径 6.3 ㎝を

測る。内外面とも淡橙褐色を呈している。024は土師器小皿の完存資料である。口径 9.3 ㎝、器高 1.3

㎝、底径 7.5 ㎝を測る。内外面とも淡橙褐色を呈している。025は a 類の口縁部形態をも土師器小皿

である。内外面とも淡橙褐色を呈しており、土器胎土中には石英、角閃石、白色粒子、橙色粒子、金

雲母等を含んでいる。口径 9.0 ㎝、器高 1.4 ㎝、底径 6.7 ㎝を測る。器面の調整はナデによる。

　026は土師器坏の底部資料であり、底面には回転糸切り離し痕が残り、胎土中には石英、角閃石、

白色粒子、橙色粒子、金雲母を内包する。内外面とも淡橙褐色を呈する。復元底径 8.8 ㎝を測る。

027は復元底径 9.0 ㎝を測る土師器坏の底部である。内外面とも淡橙褐色を呈している。

　上記の土師器小皿資料は、すでに指摘したように口縁部形態において２タイプを確認することが

できる。ａ類としたタイプは主として 12 世紀に盛行する器形であり、これに対してｂ類としたもの

は、13 世紀以降に主流となるタイプである。108SX205 出土の土師器小皿はこの二つのタイプと両

者の中間的な様相を示すもので構成されている。豊後地域においては、12 世紀後半から末葉（豊後

12- Ⅲ期）の標識資料に国東市（旧国東町）の六田遺跡（註２出土資料があり、108SX205 出土資料を

六田遺跡出土資料と比較すると、108SX205 出土資料の平均法量には僅かに縮小化の傾向が看取され
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108SX252（第 287 図）

　108SX252 は調査区の北西地点で検出した土坑で

ある。一部調査区外に展開している。現存規模は約

2.1 ｍ× 2.3 ＋αｍを測り、平面形は楕円形プラン

を呈する。検出面から底面までの深さは 0.85 ｍで

あり、底面の中央付近に浅い窪みが認められる。底

面は中央の窪み以外はフラットに成形されており、

以上のような特徴が下郡遺跡群内の他の調査地点で

確認される弥生時代の貯蔵穴形状に類似することか

ら同種の遺構と考えられる。堆積埋土には、黄茶褐

色の基盤土ブロックが多く認められる単一の土層に

より構成される点から、機能停止直後に人為的な埋

め戻しが行われた可能性が高い。出土遺物は極めて

少ないが、僅かに出土した土器から弥生時代中期前

半以降の所産と考えられる。

出土遺物（第 288 図）

　出土遺物の中で唯一図化の可能な資料は弥生時代の甕底部１点

のみである。001は底径 7.0 ㎝を測る甕の底部である。外面・淡

橙褐色、内面・黒色～暗灰褐色を呈し、胎土中には石英、角閃石、

長石、緑色結晶片岩片を認めることができる。外器面はタテ方向

のハケ目による調整がなされ、外面裾部には最終調整としてヨコ

ナデによる器面の仕上げがおこなわれている。内器面および底面

0 10cm

001

108SX1002（第 289 図）

　108SX1002 は調査区の南東角付近で検出した円形土坑である。平面プランは楕円形を呈しており、

長軸長 1.31 ｍ、短軸長 0.98 ｍ、現存深度 0.12 ｍを測る。底面はフラットに成形される。多くの土

師器坏、小皿等が廃棄されたような状況で検出されているが、これらは底面から出土するのではなく、

第 287 図　SX252 平面・断面実測図　（1/40）

第 288 図　SX252 出土遺物実測図　（1/4）

1. 茶褐色粘質土（黄褐色の粘質土ブロックと微量の焼土粒を含む）

2. 茶灰色粘質土（灰色の粘質土ブロックと焼土粒を含み、1より粘質が強い）

3. 暗茶褐色粘質土（少量の粘質土ブロックを含み，硬くよくしまっている）

6.0ｍ

1
2

3

0 1m

る。次に 13 世紀の資料である大分市賀来・城遺跡、溝１出土資料（註３（豊後 13- Ⅰ期）と比較すると、

小皿資料の平均法量は口径 8.4 ㎝、器高 1.2 ㎝、底径 6.6 ㎝であり、108SX205 出土土師器小皿に比

してさらに縮小化が進展している。したがって、形態的の上でもａ類とｂ類が混在する点や法量の面

から、108SX205 出土資料は 12 世紀末葉から 13 世紀初頭頃に位置づけることができよう。単一器

種のみの判断であるため、判断には慎重を期する必要があるものの、この年代観は 108SX205 の以

前に埋没している 108SD120、108SD178 の年代観とも齟齬はない。

はナデによる器面の調整がおこなわれている。土器円盤を貼り付けたような厚手の底部形態から、下

城式甕の底部と推定される。
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　出土遺物には土師器坏、小皿がある。001 〜 008

は土師器小皿である。いずれも遺存率の高い資料で

ある。口縁部形態は 108SX205 出土の土師器小皿

の口縁部形態分類のｂ類、a 類とｂ類の中間的な形

態を呈するものによって占められ、底部には回転糸

切り離しの痕が残る。001は淡橙褐色を呈する土師

器小皿であり、完存する資料である。口径 7.7 ㎝、

器高 1.2 ㎝、底径 5.7 ㎝を測り、胎土中には石英、

角閃石、白色粒子、金雲母を含んでいる。器面の調

整はナデによる。002は口径 8.0 ㎝、器高 1.1 ㎝、

底径 6.7 ㎝を測る土師器小皿である。内外面とも淡

橙褐色を呈している。003もまた完存する土師器小

皿であり、内外面とも淡橙褐色を呈している。口径

8.2 ㎝、器高 1.2 ㎝、底径 6.9 ㎝を測る。胎土中に

は石英、角閃石、長石粒を内包する。004は口径 8.0

㎝、器高 1.3 ㎝、底径 6.4 ㎝を測る完存する土師器

出土遺物（第 295 図）

小皿資料である。内外面とも淡橙褐色を呈している。005は口径 8.5 ㎝、器高 1.4 ㎝、底径 7.2 ㎝を

測る土師器小皿完存資料である。内外面とも淡橙褐色を呈し、胎土中には石英、角閃石、白色粒子、

金雲母を含み、器表面はナデにより調整がおこなわれている。006も完存する土師器小皿であり、淡

橙褐色を呈している。口径 8.0 ㎝、器高 1.1 ㎝、底径 6.6 ㎝を測る。007は口径 8.2 ㎝、器高 0.9 ～ 1.2

㎝、底径 6.7 ㎝を測る土師器小皿である。内外面とも淡橙褐色を呈し、石英、角閃石、金雲母を胎土

中に内包している。完存資料である。008もまた完存する土師器小皿であり、口径 8.2 ㎝、器高 1.2 ㎝、

底径 6.7 ㎝を測る。胎土中には石英、角閃石、金雲母の他、緑色結晶片岩片を含んでいる。淡橙褐色

を呈する。009 〜 014は土師器坏であり、小皿と同様に底面には回転糸切り離し痕を残す。009は土

師器坏の口縁部資料である。内外面とも淡橙褐色を呈している。010は土師器坏の口縁部であり、外面・

黒色、内面・淡茶褐色を呈している。器面の調整はナデによる。011は底部から口縁部に若干内湾気

味に立ち上がる土師器坏である。他の資料に比して器壁は薄く作られている。内外面とも淡橙褐色を

呈する。012は口径 13.9 ㎝、器高 3.4 ㎝、底径 8.7 ㎝を測る土師器坏である。内外面とも淡橙褐色

を呈し、胎土中には石英、角閃石、白色粒子、橙色粒子を含む。器面の調整はナデによる。013は外

面・淡橙褐色、内面・淡黄褐色を呈する土師器坏である。口径 13.4 ㎝、器高 2.9 ～ 3.4 ㎝、底径 9.4

㎝を測る。胎土中には角閃石、白色粒子、金雲母を内包している。014は淡黄褐色を呈する土師器坏

第 290 図　SX1002 遺物出土状況
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第 289 図　SX1002 平面・断面実測図　（1/40）

底面から 0.1 ｍ程度浮いた状態にあり、出土分布は

いわゆるレンズ状の堆積を示している。したがっ

て、遺構の埋没途中に廃棄されたものであると想定

される。
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108SX1009（第 291 図）

の完存資料である。口径 13.6 ㎝、器高 3.0 ㎝、底径 10.2 ㎝を測る。器面の調整はナデによる。

　上記の土師器小皿の口縁部形態はｂ類が主体を占めている点や、法量の上でも 108SX205 に比し

て明らかに縮小している点から、108SX205 出土資料よりも後出することは明らかであり、13 世

紀代に比定されるものと考えることができよう。出土した３点の土師器坏はすべて同じタイプのも

のであり、法量の平均値は口径が 13.6 ㎝、器高 3.2 ㎝、底径 9.4 ㎝であり、1285 年銘をもつ一石

五輪塔に伴うと考えられている臼杵市（旧野津町）八里合遺跡出土の土師器坏（註４よりも大振りで

あり、さらにプロポーションも前段階の大分市賀来・城遺跡、溝１出土資料に近い。したがって、

108SX1002 資料は土師器坏、小皿の様相から 13 世紀前半代に位置づけることができよう。

　108SX1009 は 108SX1002 に遺構の西側の

一部を切られる円形土坑である。108SX1002

と同じくほぼ東西に長い楕円形を呈しており、

長軸長 0.76 ＋αｍ、短軸長 0.82 ｍ、検出面か

ら底面までの深さ 0.06 ｍを測る。堆積埋土は

暗茶褐色粘質土の単一土層であり、底面には土

師器坏、小皿の計３点が廃棄？されていた。出

土遺物の様相から 13 世紀初頭から前半頃の年

代を考えることができよう。

出土遺物（第 295 図）

　出土遺物には土師器小皿１点、土師器坏２点が出土している。001は土師器小皿であり、口縁部の

形態は a 類からｂ類への過渡的な様相を示しているが、口縁部に比して底面の厚みが大きくなってい

る点は新しい属性といえる。口径 9.1 ㎝、器高 1.2 ㎝、底径 7.5 ㎝を測り、淡橙褐色を呈する。胎土

中には角閃石、白色粒子、金雲母を含んでいる。

　002は土師器坏である。一部欠損する。復元口径 13.5 ㎝、器高 2.8 ㎝、底径 9.3 ㎝を測る。外面・

淡黄褐色～黒色、内面・黒色を呈しており、土器胎土中には角閃石、白色粒子、金雲母を内包する。

003は口縁部の約 1/4 が欠損する土師器坏である。口径 14.0 ㎝、器高 2.7 ～ 3.1 ㎝、底径 9.2 ㎝を測

る。淡橙褐色を呈している。

　これらの土師器は、小皿の形態から 13 世紀代に比定される資料と考えられる。法量の上からは 12

世紀末葉から 13 世紀初頭に位置づけた 108SX205 出土土器に近く、坏については、口径と底径の

差が 108SX1002 出土の坏よりも大きく、形態的に古い様相を示している。上述の点は、遺構の切り

合い関係により確認できる先後関係－ 108SX1009 → 108SX1002（古→新）と整合するものであり、

両遺構出土資料の差異は坏の口縁部の直立化、小皿の法量縮小化という型式変化の方向性とも合致す

る。したがって、108SX1002 出土土師器は 13 世紀初頭から前半といった年代を与えることが可能

であろう。

第 291 図　SX1009 遺構実測図　（1/40）

1
2

1.暗茶褐色粘質土（遺物はほとんどこの層から出土）
2.茶褐色粘質土
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108SX1037（第 292 図）

 　調査区中央南側において検出した長方形プラン

を呈する土坑である。平面規模 2.05 ｍ× 0.86 ｍ、

検出面から底面までの深さ 0.27 ｍを測る。堆積土

層は上下２層に分層することができる。上部層は暗

茶褐色粘質土層、下部層は茶褐色粘質土層である。

出土遺物は少なく、僅かに土師器椀の完存資料、土

師器椀の底部破片、鉄製紡錘車が出土したのみであ

る。遺構の性格については、完存の土師器椀が埋土

中位から出土し、土層ブロックを内包する堆積土の

状況を考慮すると、土坑墓、あるいは木蓋土坑墓で

ある可能性も想定されよう。年代的には、土師器椀

の形態からおおよそ 12 世紀中頃の年代が考えられ

よう。

1
2

1.暗茶褐色粘質土（焼土粒と微量の炭化物と土器片を含む）
2.茶褐色粘質土（黄褐色の砂質ブロックを含む）

6.2ｍ

0 1m

出土遺物（第 295 図）

　出土遺物には土師器椀、鉄製紡錘車がある。001

は完存する土師器椀である。口縁部は１類の形態を

示し、底部には低平な断面方形を呈する高台が貼付

される。底部形態ｂ類である。内外面とも淡黄白色

を呈し、精製土による土器胎土内には石英、角閃

石粒が内包される。外器面はナデとミガキ、内器面

はナデによる器面調整がおこなわれている。口径

第 292 図　SX1037 遺構実測図　（1/40）

第 293 図　SX1037 完掘状況

15.5 ㎝、器高 5.5 ㎝、底径 6.4 ㎝を測る。002は 001 と同種の土師器椀底部である。外器面はミガキ、

内面はナデによる器面調整の仕上げがなされている。淡黄褐色を呈している。003は鉄製の紡錘車で

108SX1058

　108SX1058 は調査区の南西部で検出した径

0.4 ｍを測る円形のピット状の遺構である。暗

茶褐色土を埋土とし、現存深度 0.35 ｍを測る。

遺存率の高い大型の鉢１点が出土した。

0 10cm

001

ある。径 4.6 ㎝、厚さ 0.4 ㎝、現存重量 44.6

ｇを測る。中央の穿孔部には糸巻き棒の一部が

遺存する。

出土遺物（第 294 図）

　001は鉢であり、外面・淡黄褐色～黒色、内面・
第 294 図　SX1058 出土遺物実測図　（1/4）




